
NO.115 （12）日 高 市 議 会 だ よ り

一
般
質
問
の
要
旨

防
犯
対
策
に
つ
い
て

�

稲
浦
　
巖

横手台地区に設置された防犯カメラ

問　

現
在
実
施
し
て
い
る
防

犯
対
策
の
状
況
は
。

答　

週
３
、４
日
程
度
で
小

学
一
年
生
の
下
校
時
間
帯
に

通
学
路
や
事
故
発
生
場
所
等

の
市
内
各
所
を
パ
ト
ロ
ー
ル

し
て
い
る
。

　

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
特

殊
詐
欺
の
電
話
が
複
数
あ
っ

た
場
合
に
は
、
飯
能
警
察
署

か
ら
情
報
提
供
を
受
け
、
当

該
地
域
を
中
心
に
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
、
防
災
行
政
無
線
を
利

用
し
て
市
民
に
注
意
喚
起
を

促
し
て
い
る
。

問　

児
童
生
徒
に
対
す
る
不

審
な
接
触
な
ど
に
は
、
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
。

答　

市
内
で
不
審
な
声
掛
け

等
が
あ
っ
た
際
に
は
、
飯
能

警
察
署
や
学
校
か
ら
の
情
報

提
供
を
も
と
に
、
教
育
委
員

会
の
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
保
護
者
に
一
斉
に
周

知
す
る
と
と
も
に
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
平
常
時
に
お
い
て

も
、
学
校
現
場
で
は
、
小
学

生
に
は
防
犯
ブ
ザ
ー
を
身
に

着
け
さ
せ
、
な
る
べ
く
一
人

に
な
ら
な
い
こ
と
を
指
導
し
、

中
学
生
に
は
自
ら
が
危
険
を

察
知
し
、
未
然
に
回
避
す
る

力
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
指

導
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
地
域
住
民
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の
協
力
に
よ
り
、

「
あ
ん
し
ん
ま
ち
づ
く
り
学

校
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
が
組
織

さ
れ
、
児
童
生
徒
の
登
下
校

の
見
守
り
を
実
施
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。　

問　

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
等
の

予
定
は
。

答　

今
年
度
、
市
内
３
カ
所

に
設
置
す
る
予
定
で
、
こ
れ

で
合
計
４
カ
所
の
設
置
と
な

り
、
犯
罪
抑
止
に
効
果
が
あ

る
も
の
と
考
え
る
。

問　

横
手
台
自
治
会
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
予
定
の
事
業
が

中
止
と
な
り
、
自
治
会
予
算

に
残
額
が
見
込
め
た
こ
と
か

ら
、
繰
り
越
し
に
な
る
予
算

で
地
区
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

４
台
設
置
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
繰
り
越
し
に
な
る
予

算
を
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
な
ど

の
地
区
の
安
全
対
策
に
使
用

す
る
よ
う
、
市
と
し
て
各
自

治
会
に
提
案
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

答　

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の

取
り
組
み
事
例
と
し
て
各
自

治
会
に
紹
介
し
、
今
後
の
研

究
課
題
に
し
た
い
。

　

�

市
制
施
行
30
周
年
記
念
式
典
に

つ
い
て

　

日
高
市
は
、
平
成
３
年
10
月
１

日
に
埼
玉
県
で
42
番
目
の
市
と
し

て
市
制
を
施
行
し
、
昨
年
に
市
制

施
行
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

市
制
施
行
か
ら
30
年
を
経
た
現

在
も
、
日
和
田
山
や
巾
着
田
、
高

麗
川
の
清
流
に
代
表
さ
れ
る
豊
か

な
自
然
と
共
生
し
、
高
麗
郡
建
郡

１
３
０
０
年
の
歴
史
あ
る
郷
土
を

育
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
、
市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多

く
の
方
々
の
御
尽
力
の
賜
物
で
あ

り
ま
す
。

　

11
月
13
日
に
開
催
し
ま
し
た
市

制
施
行
30
周
年
記
念
式
典
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
大

勢
の
方
々
と
会
場
で
一
緒
に
お
祝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
や
む
な

く
参
加
者
の
人
数
を
限
ら
せ
て
い

た
だ
き
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
式

典
の
模
様
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ

う
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ラ

イ
ブ
配
信
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
に
お
い
て
は
、「
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
の
開
封
」、「
健
幸
の
ま

ち
宣
言
」、「
記
念
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋

の
披
露
」
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
30
周
年
の
節
目
を
契
機
に
、

こ
れ
か
ら
も
豊
か
な
自
然
と
悠
久

の
歴
史
を
後
世
に
引
き
継
ぎ
、
さ

ら
な
る
飛
躍
に
向
け
、
市
民
の
皆

様
と
と
も
に
「
日
高
市
を
愛
す
る

心
」
を
大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

�

第
３
次
埼
玉
県
西
部
地
域
ま
ち

づ
く
り
構
想
・
計
画
に
つ
い
て

　

日
高
市
、
所
沢
市
、
飯
能
市
、

狭
山
市
及
び
入
間
市
の
５
市
で
構

成
す
る
埼
玉
県
西
部
地
域
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
、
い
わ
ゆ
る
ダ
イ
ア

プ
ラ
ン
に
お
い
て
、「
第
３
次
埼

玉
県
西
部
地
域
ま
ち
づ
く
り
構

想
・
計
画
」
を
策
定
し
、
５
市
で

統
一
し
て
令
和
４
年
１
月
14
日
に

公
表
い
た
し
ま
し
た
。

　

近
年
の
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

や
高
齢
者
人
口
の
増
加
、
公
共
施

設
の
老
朽
化
等
に
よ
り
、
地
方
自

治
体
の
財
政
状
況
は
厳
し
さ
を
増

す
一
方
で
す
。
今
後
、
埼
玉
県
西

部
地
域
ま
ち
づ
く
り
構
想
・
計
画

に
基
づ
き
、
５
市
の
連
携
を
よ
り

強
固
に
し
て
い
く
と
と
も
に
、
広

域
的
な
人
の
流
れ
に
注
視
し
、
日

高
市
だ
け
で
な
く
、
圏
域
全
体
で

課
題
に
取
り
組
み
、
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。


